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活動団体 ボランティア委員会

主な活動時間 課外活動として 活動人数 450人（参加延べ人数）
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里山づくりによる環境保全と「オオムラサキプロジェクト」

　また、準絶滅危惧種に指定されている国蝶のオオム
ラサキを里山に放つという「オオムラサキプロジェク
ト」を計画し、７年前からオオムラサキの産卵や幼虫
の食餌として榎の手入れをして、一から環境作りをし
てきました。そして今年は、ケージを作り、丹波の森公
苑からいただいたオオムラサキの幼虫を放ち、羽化さ
せました。オオムラサキを里山で飼育することが初め
ての試みだったので、手探りで飼育していたのですが、
７月に西日本で大きな被害をもたらした豪雨の影響
で、４匹羽化したオオムラサキのうち３匹が数日の内
に亡くなってしまい、オオムラサキの餌場環境が私た
ちの用意したものでよかったのか、はっきりと分かり
ませんでした。しかし、残りの１匹は大嵐の中で約２
週間生きていたので、餌場の役割として機能していた
と思われます。羽化したオオムラサキを見に来た地域
の方々からは、「貴重なオオムラサキを見ることがで
き、唐櫃に住んでいてよかったです」と感謝の言葉を
いただきました。

【活動内容】
　私たちは「里山づくりによる環境保全とオオムラサ
キプロジェクト　〜住んでてよかった町・唐

か ら と
櫃」とい

うテーマで活動しています。本校生徒会とボランティ
ア委員会を中心に、各運動部・文化部、福祉・ボランティ
ア類型の生徒や有志の生徒など、毎回40 〜 60人が参
加し、６〜 10人の地域ボランティアの方々と一緒に
活動しています。活動時間のうち、前半は、地域ボラン
ティアの方々から、稀少植物や昆虫など里山に生きる
動植物について説明を受けながら里山の自然環境につ
いて学び、後半は里山の環境保全活動を行っています。
春から夏にかけては、下草刈りや、不法投棄された廃
棄物の回収をしています。また、夏にはセミの抜け殻
を集めることで、里山でセミがどれだけ生まれたか調
査しています。抜け殻は、里山生まれのセミの生育状
態を把握する指標になることを教わりました。秋から
冬にかけては、木の枝打ちや遊歩道の整備などを行っ
たり、「ササユリ」をはじめとした貴重な植物が、春に
芽吹き、育つように整地活動をしたりしています。
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【成果・実績】
　チゴユリ、アリマウマノスズクサ、オオトラノオなど
の希少種が復活してきていることです。なかでもササ
ユリは、初めは盗掘がありましたが、高校生の活動とし
て地域の方に広報したことやチラシを作成し里山に掲
示することで、ここ数年盗掘が減ってきています。また、
今年は丹波のオオムラサキをいただきました。遺伝子
の多様性の保全という問題により、ケージの中という
閉鎖的な空間での飼育でしたが、幼虫を羽化させるこ
とができました。榎を育てることから始めたので、とて
も長い年月がたちましたが、飼育するという私たちの
ひとつの目標が達成できたのでよかったと思います。

　特に大きい成果としては、街の活性化につながって
いるということです。里山を整備することによって芽
生えてきたササユリなどの植物や、今年羽化したオオ
ムラサキを里山まで見に来る方もいらっしゃるように
なりました。「きれいになった」「気持ちよくなった」
という言葉や、「ありがとう」「ごくろうさま」といっ
た温かい言葉をかけていただきます。準絶滅危惧種の

「オオムラサキ」を飼育する計画は、多くのところで実
践されていると聞いています。オオムラサキを保護す
る活動は、実は榎を植樹することで里山を復活・整備
させる象徴的な活動として始められたと聞いていま
す。本校でも７年前に榎を植樹したことで、先輩たち
は榎の幼木を覆う大木を剪定するなど、里山に太陽光
を取り入れるための活動を続けて、成長を見守ってき
ました。その結果、今年のオオムラサキのプロジェク
トにつながりました。

【目標・今後の計画】
　今回いただいたオオムラサキは丹波のオオムラサキ
だったので、遺伝子の多様性の保全という問題で自然
界に放してやることはできず、ケージの中での飼育と
なりました。そこで次回は、六甲山系のオオムラサキ
を入手し、育成方法や繁殖などについて研究を進めて
いきたいと考えています。次に、本来ならば今年、地域
の小学校に羽化したオオムラサキを提供し、学習の援
助をする予定でしたが、大嵐が続いたために実行する
ことができませんでした。そこで来年は、地域の小学
生や中学生との共同作業などの活動となるプログラム
を考え、環境学習の援助ができるようにしていこうと
考えています。目標は、六甲山系のオオムラサキを、小
学生と一緒に放蝶することです。一番の課題は、この
町に国蝶であるオオムラサキが飛び交うようにするた
めに、里山を整備する活動を継続することです。
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●活動にあたり創意工夫したこと
オオムラサキの育て方を試行錯誤しました。飼育にあたって、今回幼虫を提供いただいた丹波の森公苑にご指導
いただきました。オオムラサキの幼虫は榎の葉を食べて成虫になりますが、成虫はクヌギやコナラの樹液を餌に
します。ケージの中では成虫の餌となる樹木がないので、代替の食餌が必要です。そこで、市販の昆虫ゼリーや、
丹波の森公苑で教えていただいた餌（完熟してまっ黒になった皮付きのバナナを乳酸菌飲料と蒸留酒で発酵させ
たもの）を用意しました。その他にも、オオムラサキが餌を食べる時、止まり木の代わりになる足場を作ったり、
雨で流されないように囲いをつけたりするなど工夫しました。

●活動の際に苦労したこと
夏場はムカデやハチがいる中での作業なので、安全に配慮して長袖の服を着て活動しているのですが、とても暑
くなります。水分補給をこまめにするなど、熱中症にならないよう十分配慮して活動しました。また、鎌やノコギ
リなど普段の生活で使うことのない道具を足元が安定していない場所で使うので、肉体的に疲労しました。




